
洋
風
住
宅

に
投
影
さ
れ
た
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト

の
家
庭
光
景

川

崎

衿

子

洋風住宅 に投影 された プロテスタソ トの家庭 光景

一

は

じ

め

に

一
八
五
四
年
、
約
二
二
〇
年
間
に
お

よ
ぶ
鎖
国
体
制
が
廃
止
さ
れ
た
。

そ
れ
に
続
く

一
八
六
八
年
の
明
治
新
政
府

の
成
立
と
と
も

に
、
時
の
政
府

は
急
速
な
西
欧
主
義
を
掲
げ
新
し
い
社
会
構
築

の
規
範
を
西
欧
諸
国

に
求

め
た
。
堰
を
切

っ
た
よ
う
に
広
ま

っ
た
西
洋
文
化

へ
の
傾
倒
は
上
流
社
会

か
ら
や
が

て

一
般
社
会

へ
と
拡
大
し
、
大
正
期

に
は
多
く

の
分
野
で
洋
風

化
が
進
行
し
た
。
本
来
、
政
治
的

・
社
会
的
運
動
か
ら
出
発
し
た
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
人
々
に
閉
塞
的
な
旧

来

の
価
値
観
か
ら
の
脱
却
を
促
し
、
自
由
主
義
や
個
人
主
義

の
目
を
開
か

せ
人
道
主
義
、
文
化
主
義
に
基
づ
く
新
価
値
観
を
芽
生
え
さ
せ
た
。

明
治
期
以
来

の
国
家
主
義
的
家
族
観
、
封
建
的
な
生
活
構
造
、
生
活
意

識
か
ら
の
解
放
を
求

め
て
洋
風
生
活

に
思

い
を
馳
せ
る
こ
と
は
、
同
時
に

そ
の
底
流

に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
西
洋
近
代
の
精
神
を
受
容
す
る

動
き
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
わ
れ
る
時
流
を
背
景

に
し
て
生
活
改
善
を
唱
え
る
新
し
い
メ
デ

ィ
ア
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
公
的

機
関
先
導

に
よ
る
生
活
改
善
運
動
、
啓
蒙
活
動
の
数

々
が
活
発
化
し
、
洋

　
ユ
　

風
の
生
活
様
式
に
人

々
の
関
心
が
集
ま

っ
た
。
多
方
面
か
ら
提
示
さ
れ
た

具
体
的
な
住
宅
改
良

の
提
案
は
、
日
本
の
住
宅
お
よ
び
住
生
活

の
近
代
化
、

合
理
化

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
立
脚
点
に
住
宅
理
念
を
掲
げ

住
宅
設
計

・
住
宅
建
設

・
住
宅
販
売
を
試
み
た
近
似
の
背
景
を
も

2

二
人

の
人
物
が
同
時
に
存
在
し
た
。

橋

口
信
助

一
八
七
〇

(明
治
三
)
年
生
ま
れ
。

一
九
〇
九

(明
治
四
二
)
年
、
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
を
手
本
と
し
て

設
計

・
施
工
す
る
わ
が
国
最
初

の
住
宅
専
門
会
社

「あ

め
り
か
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屋
」
を
設
立
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
メ
レ
ル

・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

一
八
八
○

(明
治

=
二
)
年
生
ま

れ
。

一
九
〇
五

(明
治
三
八
)
年
宣

教
師
と
し

て
来

日
。

一
九
〇
七

(明
治
四
〇
)
年

に

「近
江

ミ

ッ
シ
ョ
ン
」
を
設
立
、
建
築
設
計

業
を
開
始
す
る
。
伝
道
活
動
と
と
も
に
数
多
く
の
洋
風
住
宅
を
設

計
し
た
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
。

西
村
伊
作

一
八
八
四

(明
治

一
七
)
年
生
ま
れ
。

一
九
〇
八

(明
治
四

一
)
年
、
和
歌
山
県
新
宮
市
に
最
初

の
自
邸

を
建

て
建
築
設
計
を
始
め
る
。
自
ら
洋
式
生
活
を
実
践
し
理
想
生

活
を
提
唱
し
た
。

一
九
二

一

(大
正

一
〇
)
年
、
文
化
学
院
を
設

立
し
た
。

彼
ら
は
共
通
し
て
伝
統
的
日
本
住
宅
の
あ

り
方
や
住
ま
い
方
を
前
近
代
的
な

因
習
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
新
時
代
に
相
応

し
い
人
間
形
成
を
望
む
に
は
、
住

宅

の
変
革
が
優
先
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
そ

の
モ
デ

ル
を
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
の

中
に
見
出
し
た
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
宣
教
師
と
し
て
彼
自
身
が
先
進
性
を
誇
る
ア

メ
リ
カ
生
活

の
紹
介
者
で
あ

っ
た
が
、
他

の
二
人
は
居
留
地
の
欧
米
人
や
宣
教

師

の
生
活
光
景

に
強

い
憧
憬
と
羨
望
を
抱

い
た
経
験
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。

三
人

の
出
自
や
本
拠
地
、
活
動
目
標
、
実
践
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、

い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
精
神
や
そ
れ

へ
の
傾
倒
が
住
宅
設
計

の
視
点
と
な

っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
洋
風
住
宅
並
び
に
洋
式
生
活
浸
透

の
過
程
に
み
ら
れ
た
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
思
考

・
行
動
や
宣
教
師

の
活
動
か
ら
、
そ
の
特
徴
を
捉
え
同
時
代

に
生
き
た
前
記
三
人

の
実
践
を
比
較
考
察
し
た
。

二

橋

口
信
助
と

「
あ

め
り
か
屋
」

(
一
)

「あ
め
り
か
屋
」
の
設
立

橋

ロ[信
助
は
木
材
業
を
営
む
父

の
も
と
、

一
八
七
〇

(明
治
三
)
年
宮
崎
県

に
生
ま
れ
た
。
跡
取
り
と
し
て
家
業

に
従
事
し
二
四
歳
で
結
婚
し
た
。
し
か
し

事
業

の
失
敗
か
ら
故
郷
を
離
れ
単
身

で
上
京
し
、
や
が
て
ア
メ
リ
カ
移
民
を
決

意
す
る
こ
と
と
な
る
。

一
九
〇

一

(明
治
三
四
)
年
頃
に
は
シ
ア
ト
ル
に
居
を

定
め
、
そ
の
間
い
く

つ
も
の
ア
メ
リ
カ
人
家
庭

の
使
用
人
と
し
て
働
く
生
活
を

続
け
た
。
こ
の
経
験
は
後

に
橋

口
が
住
宅
を
設
計
す
る
際
に
生
か
さ
れ
、
実
際

に
住
宅
を
使
う
立
場
か
ら
考
え
る
態
度
を

つ
く
り
あ
げ

た
と
い
わ
れ
る
。

ほ
ど
な
く
し
て
、

シ
ア
ト
ル
で
の
使
用
人
生
活

か
ら
脱
却
し
日
本
人
相
手

の

中
古
服
店
を
開
い
た
。
商
売
は
繁
盛
し
、
次
第

に
事
業
も
拡
大
し
て
い

っ
た
。

し
か
し
折
悪
し
く
起
こ

っ
た
日
本
人
労
働
者
排
斥
運
動
の
余
波
を
受
け

一
九
〇

九

(明
治
四
二
)
年

に
は
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
が
、
同
時
に
日
本

で

の
新
た
な
事
業
構
想
を
生
み
だ
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
実
体
験
か
ら
、
彼

は
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
の
理
想
生
活
達
成

の
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
住
宅

の
普
及

が
最
善
と
考
え
て
ア
メ
リ
カ
住
宅

の
輸
入
を
試
み
、
商
品
販
路
を
開
拓
し
て
普

及
を
図

っ
た
。
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シ
ア
ト
ル
の
商
店
や
財
産
を
処
分
し
て
事

業
資
金
を
調
達
、
現
地
の
組
み
立

て
住
宅

(プ
レ
ハ
ブ
住
宅

・
ッ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
)
と
建
築
金
物
、
建
材
な
ど

を
仕
入
れ
、
東
京

・
芝
に
屋
号
を

「あ
め
り

か
屋
」
と
名
乗
る
住
宅

・
家
具
販

売
会
社
を
起
こ
し
た
。

一
時
期
売
れ
行
き
不
振

に
悩
む
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
彼

の
意
欲

に
賛
同
す
る
建
築
界

の
有
力
者

の
支
援
も
得

て
、
「あ
め
り
か
屋
」
は

洋
風
住
宅
専
門

の
設
計
施
工
会
社
と
し
て
そ

の
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

彼

の
理
想
と
し
た
住
宅
は
、
機
能
的
な
間
取
り
と
近
代
的
設
備
を
備
え
、
椅

子
式

の
起
居
様
式

で
暮
ら
す

ア
メ
リ
カ
の
中

流
階
級

の
住
宅
そ

の
も
の
で
あ

っ

た
。
食
堂
、
居
間
、
厨
房
、
客
室
は
家
族
全
員
が
共
通

に
使
う
開
放
さ
れ
た
場

で
あ

る
と
と
も
に
、
社
会
に
対
し
て
も
開
か
れ
た
性
格
を
も

つ
べ
き

で
あ
る
と

し
た
。
個
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
寝
室
を
設
け

て
家
庭
生
活

の
楽
し
さ
や
個
人

の

尊
重
が
平
面
図
上
か
ら
も
明
快
に
感
じ
ら
れ

る
住
宅
を
推
奨
し
た
。

圖 建 面 正

鮮
烈
な
彼

の
洋
風
住
宅
推
進
論
は
、
知
識
人

・
文
化
人
の
提
唱
す
る
人
間
解

放
、
個
性
尊
重
、
人
道
主
義
を
基
盤
と
し
た
自
由
主
義
思
想
と
も
同
調
し
た
。

従
来

に
な
い
新
規
事
業
は
新
し
い
家
庭
建
設
の
規
範
を
求
め
る
メ
デ

ィ
ア
に
も

歓
迎
さ
れ
た
。
そ
の

一
つ
が
羽
仁
も
と
子

・
吉

一
夫
妻

に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い

　
　
　

た

『婦
人
之
友
』

で
あ

っ
た
。

(
二
)

新
し

い
家
庭
を

つ
く
る
新
し

い
住
宅

橋

口
の
住
宅
論
を
掲
載
し
た

『婦
人
之
友
』
は
キ
リ
ス
ト
教
精
神

に
基
づ
い

た
男
女
の
敬
愛
と
相
互
協
力

に
よ
る
家
庭
建
設
や
家
庭
生
活
の
合
理
化
を
め
ざ

し
て
い
た
。

少
し
時
代
は
溯
る
が
、
近
代
国
家

へ
の
道
を
急
ぐ
わ
が
国
に
と

っ
て
議
会
制

度
や
近
代
法
体
系

の
確
立
は
重
要
課
題
で
あ

っ
た
。
ま
た
そ
れ
と
並

ん
で
当
時

面 平 階 一

図1某 氏邸 設計あめりか屋 『住宅』1917

(大正6)年11月 号 より

の

一
夫
多
妻
も
あ
り
え
た
武
士
型
家
族
関
係
を
改

め
、

一
夫

一
婦
制
を
確
立
す
る
こ
と
も
政
治
課
題
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

こ
の
背
景

に
あ
る
封
建
的
女
性
観
に
変
革
を
与
え
、
近
代
的

家
庭
像
を
先
導

し
た
の
が

キ
リ
ス
ト
教

の
女
性
観
と
女
子
教

育
の
発
達

で
あ

っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
子
教
育
機
関

が
男
女
平
等
観
に
立
脚
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
通
し
た
人
格
主

義
に
よ
る
女
性
観
を
培

い
、
家
庭
経
営
と
い
う
新
し
い
領
域

を
開
き
、
女
性
の
自
意
識
を
覚
醒
さ
せ
た
こ
と
は
、
わ
が
国

の
女
性
史
上
革
新
的
な
意
味
を
も

つ
も
の
と
さ
れ
る
。
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　ヨ
　

一
八
八
五

(明
治

一
八
)
年
巖
本
善
治

(
一
八
六
一一了

一
九
四
二
)
ら
が
発
起

人
と
な
り
開
学
さ
れ
た

「
明
治
女
学
校
」

は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
礎
に
し
た
日

本
人
に
よ
る
理
想
主
義
、
人
道
主
義

の
学
校

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
巖
本

は

『女
学
雑
誌
』
を
発
刊
し
て
最
先
端

の
思
潮
を
世

に
送
り
出
し
、
婦
人
解
放

論
を
唱
え
、
矯
風
運
動
、
廃
娼
運
動

に
も
取

り
組
ん
だ
明
治
二
〇
年
代

の
代
表

的
知
識
人

で
も
あ

っ
た
。
巖
本

の
思
想

に
啓
発
さ
れ
、
旧
来

の
価
値
観
に
嫌
悪

感
を
示
し
、
西
洋
文
化

の
薫
り
に
曙
光
を
見
出
し
た
の
は

『女
学
雑
誌
』

の
読

者
で
あ
り
、
お
も
に
は
都
市
の
中
間
層

に
属
す
る
女
性
た
ち
で
あ

っ
た
。
ま
た

そ
れ
に
引
か
れ
て
集
ま

っ
た

「明
治
女
学
校
」

の
生
徒
た
ち
で
あ

っ
た
。

そ

の

一
人
に
羽
仁
も
と
子

(
一
八
七
三
～

一
九
五
七
)
が

い
た
。
彼
女
は
青

森
県
に
生
ま
れ
、
東
京
府
立
第

=
咼
等
女
学
校
に
入
学
、
在
学
中

に
キ
リ
ス
ト

教
に
出
会
い
受
洗
し
た
。
さ
ら
に

一
八
九

一
(明
治
二
四
)
年

に
明
治
女
学
校

に
入
学
し
て
巖
本

の
教
え
を
受
け
た
。
後

に
日
本
初

の
女
性
新
聞
記
者
と
な

っ

て
活
躍
、
結
婚
後

に
夫
と
と
も

に

『婦
人

之
友
』
を
発
行

し
た
。

一
九

一
=

(大
正

一
〇
)
年

に
は
自
己
の
理
念
を
実
現

し
た

「自
由
学
園
」
を
創
設
し
た
。

理
想
追
求

の
姿
勢
を
貫

い
て
学
校
を
開
き
、

メ
デ
ィ
ア
と
教
育

の
両
面
か
ら
近

代
家
族

の
概
念
、
合
理
的
家
庭
経
営

の
普
及

に
努
め
た
点
で
は
巌
本
思
想

の
正

統
的
継
承
者
と
い
わ
れ
る
。

羽
仁
も
と
子
の
唱
え
た

「平
民
的
家
庭
論
」

の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
斉
藤

道
子
に
よ
れ
ば

「
理
想
に
向
け
て
努
力
す
る
勤
勉
と
、
そ
の
た
め
に
不
要
な
時

間
や
精
力
を
浪
費
し
な
い
合
理
性
と
、
不
合

理
な
消
費
を
抑
制
す
る
禁
欲
的
態

度

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
単
に
平
民
主
義

の
継
承
と
い
う

に

と
ど
ま
ら
ず
、
彼
女
の
キ
リ

ス
ト
教
信
仰

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

彼
女
の
内
面
か
ら

つ
き
動
か
し
て
、
合
理
主
義
に
基
づ
く
自
覚
的
家
庭
経
営

へ

　　
　

と
む
か
わ
せ
た
も
の
は
、
実
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
の
信
仰
で
あ

っ
た
」
と
い
わ

れ
る
キ
リ
ス
ト
教
精
神
で
あ

っ
た
。

『婦
人
之
友
』
明
治
四
五
年
四
月
号

の

「
中
流

の
衣
食
住
特
集
」

に
は
、

一
般

家
庭

の
理
想
型
が
示
さ
れ
た
い
る
が
、
洋
服
を
推
奨
し
、
「
住
」

の
項
で
は
個

室

の
重
要
性
を
述
べ
て
椅
子
式
生
活
を
提
案
し
て
い
る
。
な
ぜ
椅
子
式
を
推
奨

す
る
の
か
、
特

に
食
卓

の
光
景
を
な
ぜ
変
え
よ
う
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
斉

藤

は
こ
う
も
述

べ
て
い
る
。
「当
時

の
日
本

に
は
食
卓
を
囲
ん
で

一
家
団
ら
ん

の
風
は
な
か

っ
た
の
で
彼
女
は
欧
米
人
が
食
事
に
は
家
人
が
身
な
り
を
と
と
の

え
て
集
ま
り
、
質
素
な
が
ら
も
美
し
く
盛
り
付
け
て
楽
し
く
食
事
す
る
様
を
た

び
た
び
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
は
家
長
中
心
の
生
活
様
式
を
変
え
て
ゆ
く

一
つ

　
ら
　

の
試
み
で
も
あ

っ
た
」
生
活
の
洋
風
化

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
感
化
に
着
目
し
、

家
庭
を
起
居
様
式
か
ら
変
え
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。
新
し
い
住
ま
い

方
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
精
神
効
果
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
た
こ
と
が
解

る
。

橋

口
信
助
が

ア
メ
リ
カ
住
宅
や

ア
メ
リ
カ
人

の
生
活
様
式
を
わ
が
国
に
取
り

入
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
論
調
は
ま
さ
に

『婦
人
之
友
』
が
求
め
た
理
想
と
重
な

っ
た
。
伝
承
的
な
在
来
住
宅
を
批
判
し
、
椅
子
式
生
活
を
推
奨
す
る
動
き
は
明

　　
　

治
三
〇
年
代

か
ら
現
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
建
築
設
計

・
住
宅
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設
計

の
専
門
家
間

の
論
争
や
提
案

で
あ

っ
た
。

一
方

『婦
人
之
友
』
は
読
者

の

た
め
の
実
際
的
な
新
し
い
家
庭
生
活
像
の
啓
蒙

で
あ
り
、
生
活
改
善

の
指
導
書

で
も
あ

っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
背
景
に
し
た
欧
米
の
人
間
観
、
家
庭
観
、

社
会
観
は
人
々
に
生
活
環
境
改
善

の
必
然
性

を
自
覚
さ
せ
、
同
時
に
衣

・
食

・

住
に
わ
た
る
洋
風
化
を
啓
蒙
し
、
有
用
な
実
用
的
知
識

の
供
給
源
と
し
て
多
く

の
読
者
層
を
集
め
た
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も
あ
る
橋

口
は
同
誌
に
共
鳴
し
て
多
く
を
寄
稿
し
、
実
際

　
ア
　

的
な
住
宅
を
提
案
し
宣
伝
も
多
く
行

っ
た
。
「
あ
め
り
か
屋
」

の
屋
号

の
響
き

か
ら
感
じ
ら
れ
る
洋
風
文
化

の
雰
囲
気
、

ハ
イ
カ
ラ
な
先
進
性
や
キ
リ
ス
ト
教

に
導
か
れ
る
知
性

へ
の
憧
憬
は

『婦
人
之
友
』
が
も

つ
独
特

の
雰
囲
気
と
融
合

し
て
相
互
に
洋
式
生
活
推
進

の
誘

い
と
な

っ
た
。

新
し
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め
の
新
し
い
住
宅

に
対
す
る
試
み
は
、
こ
の
時
期

に
相
呼
応
し
な
が
ら
時
代
の
教
養
を
先
導
し

て
豊
か
な
果
実
を
実
ら
せ
た
。

三

ヴ

ォ
ー
リ
ズ

の
伝
道

し
た
住

宅

(
一
)

ミ

ッ
シ
ョ
ン
住
宅

へ
の
羨
望
と
憧
憬

一
九
〇
五

(明
治
三
八
)
年
、
ウ

ィ
リ
ア

ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
は
Y

M
C
A
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
日
、
た
だ
ち

に
近
江
八
幡
に
あ
る
滋
賀
県
立
商
業

学
校

に
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
放
課
後
バ
イ
ブ

ル
ク
ラ
ス
を
開
き
青
年

た
ち
の
感
化
を
試
み
彼
ら

の
敬
愛
を
集
め
た
が
、
や
が

て
そ
れ
は
土
地
の
仏
教

派
と
の
対
立
を
生
ん
だ
。
そ
の
結
果
赴
任

二
年
後

に
は
解
雇
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
教
え
子
の
吉
田
悦
蔵
と
と
も
に
伝
道
団

「近
江

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
立
ち
上
げ
た
。

一
九
〇
七

(明
治
四
〇
)
年

に
創
設
さ
れ
た

「
近
江
ミ

ッ
シ
ョ
ン
」
は
資
金

も
な
く
、
経
済
的
に
逼
迫
し
た
状
況
が
続
い
た
。
伝
道
資
金
を
調
達
す
る
た
め

に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
大
学
時
代
に
得
た
わ
ず
か
な
知
識
を
も
と
に
建
築
設
計
を

始
め
た
。
最
初
は
零
細

で
は
あ

っ
た
が
、
や
が

て
軌
道
に
乗
り
始
め

一
九

一
〇

(明
治
四
三
)
年

に
は
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社
を
設
立
す
る
ま
で
に
発
展
し
、

建
築
設
計
業

は
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
を
支
え
る
経
済
的
基
盤
と
な

っ
た
。

一
九

一
二

(大
正
元
)
年
、

八
幡

の
西

・
池
田
町

に

一
〇
〇
〇
坪

の
土
地
を

獲
得
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
核
と
な
る
住
宅
群
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
こ
に
ヴ
ォ

ー
リ
ズ
、
吉

田
悦
蔵

の
住
宅
を
は
じ
め
主
だ

っ
た
宣
教
師
た
ち
の
た
め
に
住
宅

四
棟
が
建
設
さ
れ
た
。
古
い
町
並
み
が
続
く
八
幡

の
町
の

一
角

に
ひ
と
き
わ
異

　
　
　

彩
を
放

つ
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
設
計
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
町
が
出
現
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ

ン
関
係
者

の
往
来
も
増
え
、
こ
こ
を
拠
点
に
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
地
盤
が
名
実
と
も

に
固
め
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
直
輸
入
の
設
備
、
家
具
調
度
品
、
内
外
装
材
は
瞠

目
に
価
し
見
学
者
は
引
き
も
切
ら
ず
訪
れ
、
こ
の
住
宅
群
は
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
の
住

宅
設
計
を
実
際
に
体
験
で
き
る
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
の
役
目
も
果
た
し
た
。

宣
教
師
ウ
ォ
ー
タ
ー

ハ
ウ
ス
夫
人
は
、
こ
の
自
邸
で
西
洋
料
理
教
室
を
開
き
、

ま
た
吉
田
悦
蔵

の
妻

・
清
野
も
同
じ
よ
う
に
自
邸
で
西
洋
料
理
教
室
を
開
設
し

た
。

ア
メ
リ
カ
の
生
活
様
式
を
移
入
し
た
こ
れ
ら
の
住
宅
が
醸
し
出
す
雰
囲
気

は
、
羨
望
と
憧
憬

の
的
と
も
な
り
大
正
期

の
進
歩
的
な
思
潮
を
知

っ
た
女
性
た
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ち
を
引
き

つ
け
る
に
充
分
な
条
件
を
満
た
し

て
い
た
。
地
元
は
も
と
よ
り
大
津

　
　
　

や
京
都
か
ら
も
評
判
を
聞

い
て
通
う
生
徒
た
ち
で
賑
わ

っ
た
。

清
野
は
単

に
西
洋
料
理
を
教
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
吉
田
家

の
家
庭
そ
の
も

の
全
部
を
教
材
と
し
、
家
政

・
家
事

一
般
や
思
考

・
行
動
の
規
範
ま
で
を
教
え

た
。
自
邸
を
開
放
し
て
キ
リ
ス
ト
教
精
神

に
従

っ
た
暮
ら
し
方
、
道
徳
観
、
生

き
方

の
手
本
を
示
し
、
生
徒

た
ち
自
ら
が
新

し
い
生
活
様
式
に
実
際

に
ふ
れ
る

こ
と
に
よ

っ
て
実
践
的
な
生
活
改
善

の
担
い
手
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
洋

風
住
宅
は
キ
リ

ス
ト
教
伝
道

に
絶
好

の
環
境
を
整
え
る
手
段
と
し
て
効
果
的
に

利
用
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
住
宅
以
降
、
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
に
は
住
宅
設
計
の
注
文
が
相
次
ぎ
、
建

築
設
計
事
業
は
近
江

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
道
活
動
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な

っ
た
。

建
築
を
伝
道
手
段
と
し
て
考
え
た
そ
の
意
図

に
つ
い
て
、
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
建
築
研

図2建 設当初の吉田邸平面図1913(大 正
2)年(筆 者作成)

究

の
碩
学
山
形
政
昭
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「彼

の
伝
道

は
教

会
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
近
江

ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
八
幡

で
も
自
派

の
教
会
を
興
す
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
超
教
派

の
汎
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
を
通
し
、
教
育
や
医
療
と
い
う
方
法
で

直
接

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
近
江

ミ

ッ
シ
ョ
ソ
の
伝
道
そ
の
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

を
直
接
呼
び
起
こ
す
の
に
効
果
的
な

『建
築
』
を
最
大
限

に
活
用
し
た
。

だ
か
ら
し
て
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
と

っ
て
の
建
築

は
伝
道
活
動
の
た
ん
な

る
資
金
源
だ

っ
た
の
で
は
な
く
、
西
洋
館

に
よ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
づ
く
り

　
り
　

そ
の
も
の
を
伝
道
と
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
」

(
二
)

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
描

い
た
理
想
の
家
庭

ヴ

ォ
ー
リ
ズ

の
住
宅
論
は

一
九
二
三

(大
正

一
二
)
年

に
発
行
さ
れ
た

『吾

家

の
設
計
』
と
そ
の
続
編
と
し
て

一
九
二
四

(大
正

=
二
)
年
発
行

の

『吾
家

の
設
備
』
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
両
著
書
と
も
彼

の
講
演
を
も
と

に
加
筆

さ
れ
た
も
の
で
、
洋
風
住
宅
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
指
導
書
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

時

は
ま
さ
に
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
、
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
は
時
流
に
乗
り
洋
風
住
宅

の
推
進
者
と
し
て
の
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
彼
自
身
は
設
計
方
法
や
細

部

に
こ
だ
わ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
理
想

の
家
庭
像
や
西
洋
的
生
活

の
真
髄
紹
介

を
得
意
と
し
た
。
彼
自
身
が
育

っ
た
環
境
を
思
い
起
こ
し
、
彼
が
生
来
具
備
し
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て
い
る
生
活
信
条
を
そ
の
ま
ま
住
宅
設
計

に
反
映
さ
せ
れ
ぽ
、
そ
れ
ら
は
日
本

の
住
宅

の

「
こ
れ
か
ら
の
モ
デ

ル
」

に
な
り
え
た
。
し
た
が

っ
て
ヴ

ォ
ー
リ
ズ

が
住
宅
を
語
る
口
調
は
気
張
る
と
こ
ろ
な
く
自
然

で
平
明
で
あ
り
、
教
導
者
と

し
て
の
自
信
と
誇
り
に
溢
れ
て
い
る
。

ヴ

ォ
ー
リ
ズ
の
住
宅
が
内
包
す
る
生
活
意
識
、
生
活
信
条
を
よ
り
鮮
明
に
表

し
て
い
る
の
が
長
期
に
わ
た

っ
て

『湖
畔

の
聲
』

に
連
載
さ
れ
た

「吾
家

の
生

　け
　
活
」
で
あ
る
。
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
が
と
り
わ
け
重
要
視
し
た
の
は
食
生
活

で
あ
る
。

家
庭
の
中
心
は
台
所
や
食
卓
ま
わ
り
で
あ

る
こ
と
を
力
説
し
、
台
所
仕
事
は
女

の
仕
事
で
あ
る
と
し
た
当
時
の

一
般
的
な
意
識
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
示
し
、
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「食
物

の
問
題
は
婦
人
同
様
、
男
子
も
そ

の
未
婚
、
既
婚
を
問
わ
ず
、
大

い
に

研
究
す
べ
き
大
切
な
事
柄

で
あ
る
」
そ
し

て

「
そ
の
関
す
る
所
た
だ

一
個
人

の

身
体

の
栄
養
問
題

の
み
で
は
な
い
。
(中
略
)
さ
ら

に
そ
の
精
神
状
態
を
左
右

さ
れ
、
進
ん
で
は
道
徳
上
憂
う
べ
き
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

る
。
家
政
経

済
上
の

一
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
道
徳
上
、
ま
た
教
育
上
の
問
題
と
し
て
考
え

　
ね
　

て
も
よ
い
と
思
う
」
。
ま
た
別
稿

で
は

「立

派
な
応
接
室
を
持
ち
、
そ
こ
で
は

礼
儀
作
法
を
や
か
ま
し
く
強

い
て
い
な
が
ら
、

一
方
台
所

へ
足
を
踏
み
入
れ
て

み
る
と
、
昔
な
が
ら

の
悪
習
に
と
ら
わ
れ

て
、
何
ら
頭
に
か
け
ず
平
気
で
や

っ

　
お
　

て
い
る
と
い
う
の
が
多
く
の
家
庭

の
実
際

で
あ
る
」
と
女
性

の
地
位
の
低
さ
を

象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
薄
暗
く
て
寒

い
台
所
、
貧
弱

で
非
能
率
的
、
前
近
代
的

な
台
所
を
批
判
し
て
い
る
。

台
所

の
あ
り
方

は
当
然
主
婦

の
家
庭
経
営
能
力

に
も

お
よ
び
、
何
事

に
も

「家
」

の
背
後

に
逃
げ
込
む
女
性

の
姿
勢
は
子
ど
も
の
人
格
形
成
に
悪
影
響
を

及
ぼ

し
、
理
知
的
で
教
養
的
な
家
庭
は
生
ま
れ
な
い
と
憂
慮
し
て
い
る
。

食
堂

の
機
能

に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
二

家
団
ら
ん
た
る

家
族
生
活
、
こ
れ
が
食
堂

の
生
命
で
あ
る
。
(中
略
)
食
堂

は
家
庭
教
育

の

一

実
験
室
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」
そ
し
て
食
卓
で
は
男
女
長
幼
の
区
別
な
く

一
同

揃

っ
て

一
卓
に

つ
き
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
言
葉
は
そ
ば

で
聞
く
子
ど
も
達
の
た

め
に
な
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て

「
子
供
達
に
食
卓

に
つ
い
た

時

の
正
し
い
振
る
舞
い
方
、
社
交
場

の
礼
儀
作
法
を
習
わ
す
為
に
は
、

一
年

の

　む
　

中

に
何
度
か
来
客
用
の
食
事
を
食
べ
さ
す
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
家
庭

を
閉
鎖
的
に
せ
ず

に
社
会
を
受
容
す
る
こ
と
を
是
と
す
る
彼
の
主
張

は
さ
ら
に

強
調
さ
れ
る
。
富
め
る
も

の
も
貧
し
い
も
の
も
等
し
く
食
卓
に
向
か
い
ご
馳
走

を
食

べ
る
喜
び
を
共
有
す
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

「食
堂
を
か
く
用
い

て
こ
そ
、
吾

々
自
身
と
し
て
獲

る
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
時
に
は
そ
の
中
に

磨
き
こ
そ
未
だ
か
か
っ
て
い
な
い
が
天
稟
玉
質
の
偉
人
を
見
出
し
て
驚
く
こ
と

も
あ
ろ
う
。
知
ら
ず

し
て
天

の
使

い
を
も

て
な
す
こ
と
も
あ
ろ
う
。
(中
略
)

自
分
の
子
供
等

に
、
常
に
己
が
事
の
み
を
考
え
ず
に
、
寛
容
で
あ
り
、
親
切
で

あ
り
、
偏
見
な
く
人
の
為
を
思
う
天
与

の
善
美
の
性
質
を
益

々
発
達

せ
し
め
る

　お
　

金
銭
で
は
買

い
難
き
尊
き
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
ヴ

ォ
ー
リ

ズ
は
理
想
の
家
庭
か
ら

つ
く
ら
れ
る
食
卓

の
光
景
に
善
美
を
求
め
た
。
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(
三
)

個
性
の
尊
重
と
子
ど
も
部
屋

子
ど
も

の
生
活
を
重
視
す
る
ヴ

ォ
ー
リ
ズ

の
主
張
は

「
子
供
ほ
ど
大
事
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
も
す
れ
ぽ
子
供
な
ん

か
ど
う
で
も
い
い
と
放

っ
て
置
く

の
は
、
無
自
覚
な
野
蛮
時
代

の
こ
と
で
文
化
生
活
に
於

い
て
は
、
子
供
の
寝
室

ぼ

か
り
で
は
な
く
、
昼
使
う
部
屋
、
子
供
の
養
育

の
た
め
に
す
る
部
屋
を
考
え

て
や
ら
ね
ば
な
ら
ん
。
台
所
と
寝
室
が
あ
れ
ぽ
家
で
す
。
け
れ
ど
も
ホ
ー
ム
と

　め
　

家

は
違
い
ま
す
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
を
完
全
に
す
る
な
ら
ば
、
家

族
の
た
め
に
は
環
境
に
恵
ま
れ
た
居
心
地
の
よ
い
場
所
を
あ
て
が

い
、
子
ど
も

に
は
独
立
し
た
部
屋
を
用
意
し
て
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
障
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
環
境
は
子
ど
も
の
独
立
心
を
育

て
責
任
感
を
発
達
さ
せ
、
知
識

の

面
で
も
道
徳

の
面
で
も
、
ま
た
情
緒

の
面
で
も
望
ま
し
い
発
達
を
促
す
も
の
と

し
て
い
る
。

家
父
長
制

の
残
る
日
本

の
住
居
観

の
も
と

で
は
、
個
人
が
と
り
わ
け
子
ど
も

が
占
有
空
間
を
も

つ
と
い
う
意
識
は
未
発
達

で
あ

っ
た
。
封
建
的
な
家
族
観
に

拘
束
さ
れ
て
い
た
個
人
を
家
意
識
か
ら
解
放

し
、
子
ど
も
で
あ

っ
て
も
人
格
を

認
め
よ
う
と
す
る
意
識
、
そ
し
て
そ
れ
を
明
確
化
す
る
た
め
の

「
個
室
」
は
個

人
や
個
性
尊
重
の
象
徴
的
存
在
で
あ

っ
た
。

　レ
　

子
ど
も
部
屋
計
画

に
対
す
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
熱
意
は

「子
ど
も
中
心
の
家
」

の
中
で
集
約
さ
れ
て
い
る
。
部
分
的

に
抽
出

し
て
み
る
と
、
男
女
と
も
に
個
室

が
望
ま
し
い
こ
と
、
子
ど
も
の
教
養
育
成
の
た
め
に
は
全
家
族
が
集
う
こ
と
の

で
き
る
居
間
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
子
ど
も

の
道
具

・
必
要
品
の
た
め
の
収
納

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
必
要
以
上

の
も
の
や
数
を
与
え
て
は
い
け
な
い

こ
と
、
戸
外
に
も
日
当
た
り
の
よ
い
安
全
な
遊
び
場
を
用
意
す
る
こ
と
、
幼
少

の
頃

か
ら
部
屋

の
家
具
を
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
取
り
扱

い
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ

の
所
有
物
を
尊
重
す
る
態
度
を
教
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

一
日

一
回
は
家
族

一

同
が
揃

っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
が
子
ど
も

の
心
身

の
成
長
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も

へ
の
眼
差
し
を
理
解
す
る
に
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
の
家

庭
教
育
に
ふ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
宗
教
教
育
学

の
観
点
か
ら
安
達
寿
孝
は
、

ジ

ョ
ー
ジ

・
コ
(地

(Ω
Φ
。お
Φ
}

0
0
Φ
H。。爵
占
㊤
α一)
が
示
し
た
具
体
的
な
家
庭

教
育
論
を
引

い
て
、
そ

の
実
践

か
ら
子
ど
も
は
自
然
に
キ
リ
ス
ト
教
を
感
得
し
、

家
庭

の
雰
囲
気
か
ら

一
層

の
信
仰
心
が
深
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
的
な
家
庭
を
築
く
た
め
に

コ
ー
の
示
し
た
具
体
策
と
は
、
以
下

の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
る
。
「(
一
)
男
女
が
不
平
等
と
い
う
思
想
や
実
践
を
廃
止

す
る
こ
と
。
(
二
)
グ

ル
ー
プ
生
活

へ
参
与
す
る
能
力
を
よ
り
発
達
さ
せ
る
。

(三
)
共
同
体

の
生
活
維
持

の
た
め
に
限
定
さ
れ
た
規
則
的
な
個
人
奉
仕
を
行

う
。
(
四
)
各
人
が
主
導
権
を
発
揮
で
き
る
生
活
領
域
を
定

め
る
。
(五
)
家
族

が
共
有
で
き
る
楽
し
み
の
機
会

に
よ
り
、
民
主
制
が
促
進

で
き
る
こ
と
。
(六
)

建
設
的
な
社
会
事
業

へ
の
参
画
を
通
し
て
家
庭
と
社
会

の
関
係
を
認
識
す
る
こ

　
む
　

と
。
(七
)
所
有
物

の
個
人
化
に
よ
り
個
人

の
責
任
を
学
ぶ
こ
と
」

プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
庭
教
育
は
共
通
し
て
両
親
と
の
密
接
な
生
活
か
ら
育

ま
れ
る
子
ど
も
の
発
達
を
念
頭
に
お
き
、
住
宅
が
子
ど
も
の
心
身

に
与
え
る
作
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洋風住宅 に投影 された プロテス タソ トの家庭光景

用
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

四

西
村
伊
作

の
西
洋
風
の
家

(
一
)

西
村
家
の
家
庭
生
活

西
村
伊
作
は

一
八
八
四

(明
治

一
七
)
年

に
和
歌
山
県

・
新
宮

で
、
名
家
と

い
わ
れ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
の
家
庭

に
生
ま
れ
た
。
伊
作

の
父

・
大
石
余
平
は
学

者

の
家
系
を
受
け
継

い
で
勉
学

に
は
非
常

に
熱
心
で
あ

っ
た
。
妹
を
大
阪
の
梅

花
女
学
校
に
入
学
さ
せ
、
続

い
て
弟

・
誠
之

介
も
京
都
同
志
社
英
学
校
に
学
ば

せ
、
弟
妹
を
通
し
て
余
平
自
身

の
洋
学

へ
の
傾
倒
、
教
育

に
対
す
る
切
望
は
満

た
さ
れ
て
い

っ
た
。

妹
が
帰
省

の
折

に
持
ち
帰

っ
た
聖
書
を
読

み
触
発
さ
れ
た
余
平
は
キ
リ
ス
ト

教

に
対
し
て
積
極
的
な
行
動
を
お
こ
し
、

一
八
八
三

(明
治

=
ハ)
年
に
は
初

　
　
　

め
て
の
宣
教
師
を
新
宮
に
招
き
入
れ
た
。

洗
礼
を
受
け
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な

っ

た
余
平
は
、
信
仰
心
か
ら
生
活

の
断
片

の
み
な
ら
ず
衣
食
住

の
す
べ
て
に
お
い

て
宣
教
師

の
生
活
様
式

の
模
倣
を
始
め
た
。

一
八
八
四

(明
治

一
七
)
年
、
伊
作
が
生

ま
れ
る
直
前
に
余
平
は
新
宮

に
教

会
を
建
て
た
。
余
平
は
子
ど
も
た
ち
に
洋
服
を
着
せ
、
食
事
は
家
族
揃

っ
て

一

つ
の
食
卓
で
と

っ
た
。
伊
作

は
父

の
理
想
ど
お
り
西
洋
式
に
す
な
わ
ち
宗
教
的

に
育
て
ら
れ
、
西
洋
模
倣

の
生
活
環
境

の
中
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
。
こ
の
原

体
験
が
後
に
伊
作
の
西
洋
文
化
に
対
す
る
自
己
同
化
性
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な

い
Q

こ
の
後
大
石

一
家

は
、
移

り
住

ん
で
い
た
愛
知
県

で

一
八
九

一

(明
治

二

四
)
年
に
起
き
た
濃
尾
地
震

に
遭
遇
し
、
不
幸
に
し
て
余
平
夫
妻
は
亡
く
な
り

伊
作
は
母
の
実
家

に
引
き
取
ら
れ
て
西
村
家
を
継
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
。

一
八
九
五

(明
治
二
八
)
年
、
父

・
余
平

の
弟

・
大
石
誠
之
介
が

五
年

の
遊

学
を
終
え
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
。
誠
之
介
は
余
平

の
遺
児
の
養
育

に
強

い
責
任
を
感
じ
、

こ
と
の
ほ
か
伊
作
に
目
を
か
け
自
宅
に
同
居
さ
せ
て
面
倒
を

み
た
。
伊
作
は
こ
の
叔
父
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
幼
少
期
に
両
親
の
も

と
で
洋
式
生
活
を
体
験
し
た
記
憶
は
誠
之
介
と
の
生
活
で
過
去
か
ら
呼
び
戻
さ

れ
て
、
伊
作
を
極
端
と
も

い
え
る

「西
洋
か
ぶ
れ
」

へ
と
走
ら
せ
た
。
洋
食
に

凝
り
、
特
別

の
洋
服
を
仕
立
て
、
英
語
を
習
い
、
さ
ら
に
は
西
洋
人

の
よ
う
に

靴
を
脱
が
な

い
生
活
を
断
行
し
よ
う
と
も
し
た
。

二
人
が
共
鳴
し
な
が
ら
歩
ん
だ
夢

の
世
界
も
次
第

に
陰
り
を
帯
び
て
く
る
。

大
石
誠
之
介
は
、
や
が
て
思
想
的
に
先
鋭
化
し
革
命
を
先
導
す
る
社
会
主
義
者

と
な
り
、
そ
の
結
果
大
逆
事
件

に
関
わ

っ
た
廉

で

一
九

二

(明
治
四
四
)
年

死
刑
に
処
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

伊
作
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
海
外
生
活
経
験
を
経

て
、

一
九
〇
七

(明
治
四

〇
)
年

に
二
一二
歳

で
結
婚
、
理
想
の
家
庭
建
設
に
向
か

っ
て
邁
進
し
た
。
思

い

出
の
中
に
残

る
幼
少
時
代

の
理
想
郷
を
再
現
さ
せ
る
が
ご
と
く
妻

に
西
洋
人

の

教
養
を
求
め
、
西
洋
料
理
、
西
洋
洗
濯
、
西
洋
家
事
や
英
語
を
教
え
込
ん
だ
。

「
伊
作
は
生
活

の
西
洋
化
を
西
洋

の

『
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
』
と
表
現
し

た
。
単

に
西
洋
の
事
物
を
断
片
的
に
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
彼
は
初
め
か
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　れ
　

ら
生
活
全
体

の
雰
囲
気
を
西
洋
的
な
も

の
に
変
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
」

よ
う
に
あ
く
ま
で
も
洋
式

に
生
活
す
る
こ
と

に
強
く
執
着

し
た
。

ま
た

「私
は
子
供

の
時
か
ら
西
洋
風

の
家
が
大
好
き
で
し
た
。
大
き
く
な

っ

た
ら
屹
度
、
あ
あ
云
う
家

に
住
み
た
い
、
白

い
テ
ー
ブ

ル
ク
ロ
ス
を
掛
け
た
食

卓

に
美
し
い
花
を
生
け
て
、
楽
し
い
食
事
を
し
よ
う
。
軒
に
は
蔓
草

で
あ
あ
云

う
風
に
緑

の
日
覆

い
を
作
ら
う
。
カ
ナ
リ
ア
の
篭

の
か
か

っ
た
窓
か
ら
白

い
レ

ー
ス
の
窓
か
け
を
通
し
て
日
光
が
射
し
込
ん

で
居
る
家

に
住
み
た
い
、
な
ど
と

思
ひ
ま
し
た
。
西
洋
の
美
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
な
ん
か
あ
る
綺
麗
な
家

の

繪
を
見
た
り
、
或

は
西
洋
人
の
住
家
の
傍

に
立
停
ま

っ
て
、
羨
ま
し
さ
う
に
そ

れ
を
な
が

め
た
り
し
た
度

に
、
私

の
年
若

い
心
が
踊

る
の
で
し
た
。
(中
略
)

ま
た
私
は
少
年

の
時
、
時

々
宣
教
師
な
ど

の
家

へ
行

っ
た
り
し
て
、
西
洋
人
が

日
本
風
の
家
を
借
り
て
、
そ
れ
に
手
際
よ
く

カ
ー
テ
ン
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
や

ス
カ

ー
フ
を
用
い
、
巧
に
椅
子
や
テ
ー
ブ

ル
と
日
本
家
と
を
調
和
さ
し
て
、
気
も
ち

の
よ
い
サ
ッ
パ
リ
し
た
生
活
を
し
て
居
る
の
を
見
て
、
そ
の
囚
わ
れ
て
居
な
い
、

　　
　

自
由
な
、
楽
し
さ
う
な
住
み
方
を
感
心
し
た
も
の
で
す
」
と
、
洋
式
生
活
に
魅

了
さ
れ
た
彼

の
家
庭
生
活
の
原
点
は
幼
い
日

の
思
い
出
で
あ

っ
た
。

少
年

・
伊
作
を
虜

に
し
た
西
洋
人
の
住
ま

い
方
は
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ホ
ー

ム
の
ス
タ
イ

ル
で
あ

っ
た
。
本
国
で
の
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
精

神
性
と
同
様
に
そ
の
家
の
具
体
的
な

「見
か
け
」
も
重
要

で
あ

っ
た
。
敬
虔
な

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
住
む
家
は
信
仰
や
教
養

の
証
と
し
て
形
式

か
ら
そ
の
存
在
を

整
え
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た
。
「簡
素
で
清
潔

な
佇
ま
い
、
磨
き

の
か
か

っ
た
白

壁
、
優
美
で
控
え
目
な
心
遣
い
を
感
じ
さ
せ
る
フ
リ
ル
付
き
の
カ
ー
テ
ソ
、
花

の
絶
え
な

い
庭
先
な
ど
で
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
の
外
形
は
た
と
え
大

都
会
に
あ

っ
て
も
、
ど
こ
か
し
ら
農
村
的
な
小
世
界

の
秩
序
を
表
現
す
る
こ
と

　お
　

が
理
想
と
さ
れ
た
」。

追
憶
の
彼
方

に
あ
る
両
親
を
敬
慕
し
て
郷
愁
の
思

い
を
募
ら
せ
る
伊
作
の
気

持
ち
は
次
の
記
述
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「私
は
習
慣
を
破

っ
て
新

し
い
試
み
を
し
て
居
る
や
う
だ
が
、
實
は
親
の
後
継
を
續
け
て
居
る
だ
け
な

の

で
あ
り
ま
す
。
然
し
私
は
親

の
し
た
程

に
熱
烈
に
生
活

の
革
新
を
為
し
續
け
て

　ム
　

行
く
力
は
な

い
と
思
ひ
ま
す
が
…
…
」
と
懐
古
の
中
に
揺

る
ぎ
な
い
価
値
観
が

存
在
し
て
い
る
。

(
二
)

新
宮
の
家

結
婚

八
年
後

の

一
九

一
五

(大
正
四
)
年

に
何
度
目
か
の
自
宅
を
新
宮
町

・

伊
佐
田
に
建
設
し
た
。
経
済
的

に
不
自
由

の
な
い
暮
ら
し
の
中
で
彼
は
幾
度
と

な
く
自
宅
建
築
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
こ
の
住
宅
は
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
雑
誌

か
ら
の
情
報
を
駆
使
し
、
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
生
活
研
究

の
結
果
生
み
出
さ
れ
た

も

の
で
あ

っ
た
。
設
備
機
器
や
家
具
調
度
品
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
当
時

と
し
て
は
超
近
代
的
と
も
い
え
る
住
宅
を
大
都
市
か
ら
離
れ
た
新
宮

の
町
に
出

現
さ
せ
た
。
ま
る
で
外
国
に
来
た
よ
う
だ
と
驚
嘆
さ
れ
、
誰
も
が
目
を
見
張

っ

た
。
折
り
か
ら
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
が
近
江

八
幡

の
池
田
町

に
ミ

ッ
シ
ョ
ン
住
宅
を

次

々
と
建
設
し
て
い
く
時
期
と
重
な

っ
た
。
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こ
の
家

に
伊
作
は
多
く
の
知
識
人

・
文
化
人
を
招

い
た
。
こ
の

サ
ロ
ン
で
歌
人
与
謝
野
寛

・
晶
子
夫
妻
、

画
家

・
石
井
柏
亭
、
彫

刻
家

・
保
田
龍
門
、
陶
芸
家

・
富
本
憲
吉
、
作
家

・
佐
藤
春
夫
そ

の
他
の
芸
術
家

・
文
化
人
と
の
交
流
を
も

っ
た
。
こ
の
人
脈
は
後

の

「文
化
学
院
」
創
設

へ
と

つ
な
が

っ
て
い
っ
た
。

西
村
邸

(現
西
村
伊
作
記
念
館
)
周
辺
に
は
旧
宣
教
師
館

・
チ
ャ

ッ
プ

マ
ソ
邸
他
、
伊
作
と
関
わ
り
の
深

い
住
宅
が
並

ん
だ
。
今

日

で
も

一
帯

の
佇
ま
い
か
ら
伊
作

の
精
神
的

遺
産
を
感
じ
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
東
京

・
神
田
駿
河
台

に
文
化

学
院
を
開
設
す
る
ま
で

の
約

一
〇
年
間
、
彼

は
こ
の

「新
宮

の
家
」

に
住
み
、
子
ど
も
を

　
お
　

育
て
住
宅
論
を
次

々
と
発
表
し
て
世
間

の
注
目
を
集
め
る
こ
と
と

な
る
。

『楽
し
き
住
家
』
は
、
「新
宮

の
家
」

で

の
実
践
を
著
し
た
も

の

で
あ
り
、
伊
作
の
建
築
観

・
住
宅
観
を
代

表
す

る
も

の
で
あ
る
。

1
私
の
こ
と
、
か
ら
は
じ
ま
り
、
H
楽
し

い
生
活

の
た
め
、
m
よ

い
土
地
、
W
西
洋
風
の
家
、
V
設
計
、
W
構
造
、
皿
外
廻
り
、
㎜

ス
タ
イ
ル
、
眠
内
部
、
X
管
と
線
、
と
続

き
、
庭
、
門
塀
、
装
飾

配
置
、
ガ
レ
ー
・シ
等

々
、
自
邸

の
写
真
や

ス
ケ

ッ
チ
を
用
い
て
彼

が
実
現
さ
せ
た
住
ま

い
方

の
実
際
が
懇
切

に
記
さ
れ
て
い
る
。
西

洋
文
化
に
浸
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
西
村
伊
作

の
快
楽
、
至
福

の
時

間
の
実
現
で
あ

っ
た
こ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

写真 現在の西村伊作記念館
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都
市
設
備

の
未
整
備
な
新
宮

の
町
で
種

々
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
上
下
水

道
、
給
湯
設
備
を
独
自
の
工
夫

に
よ

っ
て
開

発
し
、
と
も
か
く
洋
式
生
活
を
実

行
し
よ
う
と
す
る
気
迫
が
漲

っ
て
い
る
。
理
想
生
活
と
実
社
会

の
生
活
水
準
、

価
値
観

に
大
き
な
乖
離
が
存
在
し
て
も
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
補
完
す
る
代
価
が

い
か
に
大
き
く
て
も
妥
協
を
拒
み
、
家
庭
生
活
を
洋
風
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
彼

の
試
み
は
い
さ
さ
か
も
揺
る
が
な
か
っ
た
。

西
洋
風
に
暮
ら
す
こ
と
、
洋
式
生
活

の
啓
蒙
、
そ
れ
ら
を
生
活
改
善

に
結
び

つ
け
る
彼
の
姿
勢
は
、
最
終
章

で
は
新
た
な

「理
想
村
」

の
構
想

へ
と

つ
な
げ

ら
れ
て
い
る
。
「
私
は
經
濟
的
、
社
會
制
度
的

の
理
想
は
あ
ま
り
持
ち
ま
せ
ん

が
、
住
居
の
様
式
生
活
の
方
法

で
、
何
か
改
革
を
し
て
み
た
い
と
云
う
心
が
多

い
の
で
す
。
だ
か
ら
新
し
い
生
活
の
村
、
新

し
い
住
家

の
村
を
作
り
た
い
の
で

す
。
日
本
人
が
も

っ
と
新
し
い
方
法
で
生
活

し
、
愉
快

に
、
快
活

に
、
そ
し
て

野
卑

で
な
い
生
活
、
趣
味
あ
る
生
活

の
出
来

る
模
範
を
示
す
た
め
に
、
ど
こ
か

　
　
　

へ
新
し
い
村
を
作
り
た
い
の
で
す
」
と

い
う

「理
想
郷
」
計
画
は
紆
余
曲
折
を

　　
　

経

て

「
文
化
学
院
」

へ
と
集
約
さ
れ
て
い
く
。

一
九

二

一

(大
正

一
〇
)
年
、
兵
庫
県

・
御
影
に

「
西
村
建
築
事
務
所
」
を

設
立
し
、
建
築
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
が
、

こ
の
年
に
同
時
に

「文
化
学
院
」

を
開
設
し
た
。

芸
術
の
薫
り
に
包
ま
れ
た
自
由
で
個
性
尊

重
の
教
育
方
針
は
、
正
規
の
女
学

校
と
は
認
定
さ
れ
な
か

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず

、
知
識
人

・
文
化
人
が
自
分

の
子

を
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ

の
輝
き
を

一
層
増
し
て
い

っ
た
。
建
築
と

教
育

の
両
輪
は
美
し
い
軌
跡
を
残
し
て
進
ん
で
い
っ
た
。

伊
作

の
家
庭
で
の
生
活
ぶ
り
を
長
女

・
ア
ヤ
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

伊
作
は
、
常
に
自
分

の
生
活
を
演
出
し

つ
づ
け
た
。
都
会

の
富
豪
や
、

貴
族
の
す
る
よ
う
に
で
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
来

て
い
る
キ
リ
ス
ト
教

の
宣
教
師
た
ち
の
よ
う
な
質
素
な
西
洋
式
の
生
活
を
手
本
に
し
、
そ
れ
に
、

友
人

た
ち
と

一
緒

に
作
り
出
す
創
造
的
な
芸
術
性
を
加
え
て
行

っ
た
。

(中
略
)
誰
で
も
、
と
彼
は
当
時

の
中
流
と
そ
れ
以
上

の
人

々
を
指
す

の

だ
が
、
し
よ
う
と
思
え
ば

で
き
る
よ
う
な
簡
素
で
楽
し
い
生
活

の
見
本
を

先
ず
自
分

で
示
そ
う
、
そ
し
て
日
本
を
、
世
界

の
中

で
恥
ず
か
し
く
な
い

　
　
　

文
化
的
な
国
に
し
た
い
と
い
う
心
だ

っ
た
。

宣
教
師

の
住
ま
い
を
垣
間
見
た
幼

い
日
々
の
原
風
景
が
、
西
村
伊
作

の
住
宅

観

に
は
投
影
さ
れ
て
い
る
。

五

お

わ

り

に

故
郷
宮
崎
で
事
業
に
行
き
詰
ま

っ
た
橋

口
は
、
妻
子
を
残
し
て
単
身
上
京
、

そ
し
て
横
浜

の
英
語
学
校

に
通

っ
た
。
横
浜
の
町
や
西
洋
館
を
目
に
し
た
彼
は

西
洋

の
先
進
性
に
啓
発
を
受
け
、

一
念
発
起
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
。
ア
メ

リ
カ
で
経
験
し
た
生
活
様
式
、
生
活
習
慣
が
彼
の
住
宅
観
形
成

の
基
礎
と
な

っ

た
。
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ヴ

ォ
ー
リ
ズ
に
お
い
て
は
、
当
時

の

一
般
的

ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
知
性
や

教
養
、
宣
教
師
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
観
、
道
徳
観
が
住
宅
設
計

の
指
針

と
な

っ
た
。

西
村
伊
作

の
住
宅
観
は
、
熱
烈
な
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
で
あ

っ
た
両
親
と

の
家
庭

光
景
を
原
点

に
し
た
。
父
も
そ
う
で
あ

っ
た

よ
う
に
西
洋
の
生
活
様
式
の
模
倣

を
試
み
生
活
全
般
を
彼
好
み
に
演
出
し
た
。

橋
口
信
助
、
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
、
西
村
伊
作

の
三
人
は
、
共
通
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
建
築

の
専
門
教
育
を
受
け
て
は
い
な
か

っ
た
。
住
宅
に
目
を
向
け
た
出
発

時

に
は
三
人
と
も
が
建
築
設
計
に
お
い
て
は

ア
マ
チ

ュ
ア
の
域
を
出
て
は
い
な

か

っ
た
。
し
か
し
、
三
人
は
時
流
に
乗

っ
て
そ
の
名
は
普
く
知
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
彼
ら
が
近
代
住
宅
史

に
残
し
た
足
跡

は
鮮
や
か
で
あ
る
。

「あ
め
り
か
屋
」
「近
江

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
西
村
建
築
事
務
所
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
大
正

一
〇
年
前
後

の
絶
頂
期
に
お
い
て
、

一
方

で
公
的

機
関
に
よ
る
生
活
改
善
運
動
が
開
始
さ
れ
て

い
た
。

と
り
わ
け
文
部
省
主
導

に
よ
り

一
九

二
〇

(大
正
九
)
年

に
設
立
さ
れ

た

「生
活
改
善
同
盟
会
」
は
具
体
的

に
住
宅
改
善

の
方
針
を
発
表

し
啓
蒙
化
を
進

め
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
の
方
針
と
は
、

①
将
来

の
住
宅
は
漸
次
椅
子
座
式

に
す
べ
し

②
間
取
り
、
設
備
は
在
来

の
接
客
本
位
を
家
族
本
位
と
す
べ
し

③
構
造
、
設
備
は
虚
飾
を
去
り
衛
生

・
災
害
防
止
に
重
き
を
お
く
べ
し

④
庭
園
は
実
用
に
重
き
を
お
く
べ
し

⑤
家
具
は
簡
単
堅
牢
を
旨
と
す
べ
し

⑥
共
同
住
宅
、
田
園
都
市
の
設
備
を
奨
励
す
べ
し

の
六
項
目
か
ら
成

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
作
成
し
た
生
活
改
善
同
盟
会
の
住
宅

改
善
調
査
会
は
建
築
界
、
教
育
界
、
言
論
界
な
ど

の
先
導
者
を

メ
ン
バ
ー
と
し

た
官
的
性
格

の
強

い
組
織
で
あ

っ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
三
人
が
提
唱
し
た
住
宅
と
は
こ
の
よ
う
な
住
宅
で
あ

っ
た
。
橋

口
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
、
西
村

の
三
人
は
学
術
的
、
公
的
機
関

の
動
き
か

ら
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
夢

の
世
界
を
語
り
、
時
代
の
要
求
を
覚
醒
さ
せ
た
。
彼

ら

の
発
信
し
た
情
報

は
、

一
般

の
人

々
に
新
し
い
時
代

の
到
来
を
自
覚
さ
せ
生

活
改
善

・
住
宅
改
良

に
対
す
る
意
欲
を
湧
か
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

あ
ら
ゆ
る
生
活
面
に
お
い
て
古

い
価
値
観
か
ら
脱
皮
し
て
、
新
し
い
規
範
を

示
そ
う
と
し
た
大
正
期
の
時
代

の
空
気
は
近
代
西
洋
の
精
神
性
す
な
わ
ち
プ

ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
も
の
で
あ

っ
た
。

注(
1
)

一
九

一
五

(
大
正

四
)

年

の
国
民
新

聞

社

主
催

の

「
家

庭

展
覧

会

」

を

は

じ

め
と

し

て
、

一
九

一
七

(
大

正

六
)

年

に
は
住

宅
会

社

・
あ

め
り

か
屋

の

「
住

宅
改

良

会
」
、

一
九

二
〇

(大

正

九
)
年

に

は
文

部

省

主
導

の

「生

活

改

善

同
盟
会

」
、

一
九

二

一

(大

正

一
〇
)
年

に
は
農
商

務

省

の
外

郭

団
体

「
世

帯

の
会

」

な
ど

が
相

次

い
で
設

立

さ
れ

た
。

ま

た

一
九

二
二

(
大

正

一

一
)
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年
、

東
京

府

主
催

の

「
平

和

記
念

東

京
博

覧

会
」

に
お

け

る

「
文

化

村
」

は

新

し

い
住
宅

の
あ

り

か
た

に
多

く

の
示
唆

を
与

、兄
た
。

(
2
)

一
九

〇

八

(
明
治

四

一
)
年

創

刊
。

一
九
〇

三

(
明

治

三
六
)
年

発

刊

の

『家

庭
之

友
』

を
前

身

と
し
、

男
性

中
心

の
家

庭

で
は

な
く
夫

婦

に
よ

る
合
理

的

な
家

庭

の
建
設

を

め
ざ

し

た
。

一
九

三
〇

(
昭
和

五
)

年

に
読

者

を
組

織

し

て

「
全

国
友

の
会
」

を

つ
く

り
、
そ

の
理
念

啓
蒙

を

よ

り
具
体

化

し
た
。

(
3
)

兵
庫

県

出
身

。
中

村

正
直

の
同

人
社

や
津

田
仙

の
学

農
社

に
学

び
、

一
八

八

三

(
明

治

一
六
)

年

下
谷

教

会

で
受

洗

し

た
。
妻

は

『
小

公

子
』

の
初

訳

で
知

ら
れ

る
若
松

賤

子
。

(
4
)

斉
藤

道

子

『
羽
仁

も
と

子
-
生

涯

と
思
想

』
ド

メ

ス
出
版

、

一
九

八

八
年

、

七
四

頁
。

(
5
)

注

(
4
)
前
掲

書

七
〇

頁
。

(
6
)

土

屋
元

作

『
家
屋
改

良
談

』

一
八
九

八

(
明
治

三

一
)
。

北

田
九

一
、
岡

本

欽

太

郎
ら

の

「
和
洋

折
衷

住
家

提
案
」

一
八
九

八

(
明
治

三

一
)
。
滋

賀
重

列
、

矢

橋

賢
吉

、

塚
本

靖

ら
が

提

起

し

た
在
来

住

宅
批

判

は

『
建
築

雑

誌
』

一
九

〇

三

(
明

治

三
六
)

誌
上

で
開

始

さ
れ

た
。

(
7
)

同
誌

に
お
け

る

住
宅

関
連

記

事

の
分

析

は
、
久

保

勝
代

「
大

正

デ

モ
ク

ラ

シ

ー
期

の

『
婦

人
之

友
』

誌

に
み

る
住
生

活
改

善

」

日
本

建
築

学
会

計

画

系

論

文
集

第

四

六

一
号
、

一
九

九

四
年

七

月
。

お

よ
び

「
大

正
デ

モ

ク
ラ

シ
ー

期

の

『
婦
人

之
友
』

誌

に
み
る
住

生
活
改

善

(
第

一
報
)
」

日
本
家

政
学
会

誌

、

四
三
巻

一
二
号
、

一
九

九

二
年

一
二
月

に
詳

し

い
。

(
8
)

吉

田
邸

と

ウ

ォ
ー
タ

ー

ハ
ウ

ス
邸

は

一
九

=

二

(
大

正

二
)
年

に
竣

工
。

ヴ

ォ
ー
リ
ズ

邸

は
翌

年
竣

工
。

ダ

ブ

ル

ハ
ウ

ス

(
二
家

族
用

住

宅
)

は

一
九

二

一

(
大
正

一
〇
)
年

竣

工
。

ヴ

ォ
ー

リ
ズ
邸

は

一
九
七

六

(
昭
和

五

一
)

年
取

り
壊

さ
れ

た
が

、
他

の
三
棟

は
現

存

し

て

お
り

市

の
観
光

案

内

に
も

洋

風
住

宅
街

と

し

て
紹

介

さ
れ

て

い
る
。

(
9
)

料

理
教

室

は

や
が

て
家

政

一
般
、

英

語
、

手

芸

な

ど

を

教

授

す

る

学

校

「
家

政
塾

」

へ
と
発

展

し

た
。

こ
れ
ら

に

つ
い

て
は
拙
著

『蒔

か
れ

た

「
西
洋

の
種
」

宣
教

師
が

伝

え

た
洋

風
生

活
』

ド

メ
ス
出

版
、

二
〇

〇

二
年

に
詳

し

い
。

(
10
)

山
形

政

昭

『
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

の
住
宅

』
住

ま

い

の
図
書

館

出

版

局
、

一
九

八

八
年

、

四

七
頁
。

(
11
)

『湖
畔

の
聲

』

は

一
九

一
二

(
大
正

元
)
年

創
刊

の
近

江

、ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
月

刊

機
関

誌
。

「
吾
家

の
生
活
」

は
同
誌
上

で
昭
和

二
年

四
月
号

よ

り
同

四
年

の

五
月
号

に
至

る
ま

で

の
二
〇

回
が

口
述

記
録

で
連

載

さ
れ

た
。

(
12
)

『湖
畔

の
聲

』

昭
和

二
年

五
月

号
、

「
吾
家

の
生

活
」

(
二
)

二
〇

～

一
=

頁

。

(
13
)

同
右

昭

和

二
年

七

月
号

、
「
吾

家

の
生
活

」

(
四
)

二
三
頁
。

(
14
)

同
右

昭

和

二
年
九

月
号

、
「
吾

家

の
生
活

」

(
六
)

一
九

頁
。

(
15
)

前

出

(
一
四
)

と

同
じ
。

(
16
)

W

・
M

・
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

『
吾
家

の
設
計

』
文

化

生
活

研

究

会

、

一
九

二
三

年
、

八
二
～

八
三
頁

。

(
17
)

『湖

畔

の
聲
』

昭
和

六
年

=

月

号
、

一
四

ー

一
八
頁
。

(
18
)

二
〇
世

紀

初

頭

の

ア

メ
リ

カ

の
宗

教
教

育

運

動

の
主

唱
者

。
宗

教

教
育

の

社
会

的
役

割

を
主
張

し

た
。

(
19
)

安

達

寿
孝

『
キ

リ

ス
ト
教

家

庭
教

育

の
源

流
』
新

教

出

版
社

、

一
九

八
九

年

、

一
九

四
頁
。

(
20
)

ア
メ
リ

カ

か
ら
来

日
し

た

カ

ソ
バ

ー

ラ

ソ
ド

長
老

教
会

派

の
宣
教

師

J

.

B

・

へ
ー

ル

(
一
八
四
六

～

一
九

二
八
)
。
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(
21
)

加
藤

百

合

『
大
正

の
夢

の
設

計
家

』
朝

日
新

聞
社

(
朝

日
選
書

)
、

一
九
九

〇
年

、

六
九
頁
。

(
22
)

西
村

伊
作

『楽

し
き
住

家
』
警

醒
社

出
版

、

一
九

一
九
年

、

六
～

七
頁
。

(
23
)

小
檜

山

ル
イ

『
ア

メ
リ

カ
婦

人

宣
教

師
』

東

京
大

学

出
版

会

、

一
九

九

二

年

、

三

二
頁
。

(
24
)

前
出

(
二
二
)
、
九

頁
。

(
25
)

『楽

し
き

住
家

』

一
九

一
九
、

『
田
園

小
住

家
』

一
九

二

一
、

『
生
活

を
芸
術

と

し

て
』

一
九

二

二
、

『
装

飾

の
遠
慮

』

一
九

二

二
、

『明

星

の
家
』

一
九

二

三
な
ど

。

(
26
)

前
出

(
二

五
)
、

二
五

三
頁
。

(
27
)

前
出

(
二

一
)

一
六

二
頁
。

(
28
)

「
『
N
氏

と
そ

の

一
家

』

の
項

か
ら
」

石

田

ア
ヤ
、

『熊

野
誌

』
第

二
四
号
、

熊

野
地

方
史

研
究

会
、

一
九
七

八
年
。

参

考
文

献

『
楽

し
き
住

家
』

西
村

伊
作

、
警

醒
社

出
版

、

一
九

一
九
年

『
田
園

小
住

家
』

西
村

伊
作

、
警

醒
社

出
版

、

一
九

二

一
年

『
生
活

を
芸

術

と
し

て
』

西
村
伊

作
、

文
化

生
活

研
究

会
、

一
九

二

二
年

『
吾
家

の
設

計
』

W

・
M

・
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
、

文
化

生
活

研
究

会
、

一
九

二
一二
年

『
近
江

の
兄

弟
』
吉

田
悦
蔵

、
近

江
兄
弟

社

、

一
九

二

三
年

『
吾
家

の
設

備
』

W

・
M

・
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
、

文
化

生
活

研
究

会
、

一
九

二
四
年

『
失
敗

者

の
自
叙

伝
』

一
柳

米
来

留
、

近
江

兄
弟

社
、

一
九

七
〇
年

『
「
七

一
雑

報
」

の
研
究

』

同
志

社
大

学

人
文

科

学
研

究

所
編

、

同
朋

舎

出
版

、

一
九

八
六
年

『あ

め

り
か
屋

商
品

住
宅

1

「
洋
風

住
宅
」

開

拓
史
』

内

田
青

蔵
、
住

ま

い
の
図

書

館
出

版
局

、

一
九

八
七
年

『
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

の
住

宅
-

伝
道

さ
れ

た

ア

メ
リ

カ

ン
ス
タ
イ

ル
』

山
形

政

昭
、
住

ま

い
の
図
書
館

出
版

局

、

一
九

八
八
年

『
羽

仁
も

と
子

-
生

涯
と

思
想
』

斉
藤

道

子
、

ド

メ

ス
出
版

、

一
九

八

八
年

『
ヴ

ォ
ー
リ
ズ

の
建
築

ー

ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ユ
ー
ト
ピ

ア
と
都

市

の
華
』

山
形

政

昭
、

創

元
社

、

一
九

八
九
年

『
住

ま

い
考

今

学
-
現

代

日
本
住

宅
史

』

西
山
卯

三
、

彰

国
社
、

一
九

八
九

年

『
大

正

の
夢

の
設
計
家

-

西
村
伊

作

と
文
化

学
院

』
加

藤
百

合
、

朝

日
新
聞

社
、

一
九
九

〇
年

『
絵

で
読

む

子
ど

も

の
社
会

史

一
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
と

ア

メ
リ

カ

・
中

世

か

ら
近

代

へ
』

ア

ニ
タ

・
シ

ョ
ル

シ

ュ
著

、
北

本
正

章
訳

、
新

曜
社

、

一
九
九

二
年

『
日
本

の
近

代
住

宅
』

内

田
青
蔵

、
鹿

島
出

版
会

、

一
九
九

二
年

『
キ
リ

ス
ト
教

と
教
育

』
竹

内
寛

、
山

本
書

店
、

一
九

九

二
年

『
キ
リ

ス
ト
教
家

庭
教

育

の
源
流

』
安

達
寿

孝
、

新
教

出
版

社
、

一
九

八
九
年

『
西
村

伊
作

の
楽

し
き

住
家

ー
大

正
デ

モ
ク

ラ

シ
ー
の
住

い
』

田
中

修

司
、

は

る

書
房

、

二
〇
〇

一
年

『
消
え

た

モ
ダ

ン
東

京

』
内

田
青

蔵
、

河
出
書

房
新

社

、

二
〇
〇

二
年

『
ヴ

ォ
ー
リ
ズ

の
西
洋
館

ー

日
本

近
代

住
宅

の
先

駆
』

山
形
政

昭
、

淡
交

社
、

二

〇
〇

二
年
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拙
著『洋
風
生
活
浸
透
の

一
過
程
に
お
い
て
宣
教
師
が
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
活
動
に

関
す
る
研
究
』
川
崎
衿
子
、
日
本
女
子
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
〇
年

『蒔
か
れ
た

「西
洋
の
種
」
1
宣
教
師
が
伝
え
た
洋
風
生
活
』
川
崎
衿
子
、
ド
メ

ス
出
版
、
二
〇
〇
二
年
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